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衆
議
院
議
員
大
西
健
介
君
提
出
死
刑
を
執
行
さ
れ
た
死
刑
囚
の
遺
体
・
遺
骨
の
引
き
渡
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
引
き
渡
す
際
の
本
人
の
意
思
の
尊
重
、
引
き
渡
し
を
受
け
る
親
族
の
順
位
等
の
ル
ー
ル
」
、
「
本
人
の
意
思

に
つ
い
て
、
遺
族
の
間
に
争
い
が
あ
る
場
合
」
、
「
複
数
の
親
族
が
遺
骨
の
引
き
渡
し
を
希
望
し
た
場
合
に
分
骨
す
る
こ

と
」
、
「
火
葬
し
た
遺
骨
等
の
引
き
渡
し
を
親
族
等
が
望
ま
な
い
場
合
に
海
洋
散
骨
す
る
こ
と
」
、
「
一
定
の
場
合
に
は
特

別
の
配
慮
が
必
要
」
等
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
）
第
百
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
刑
事
施
設
の
長
は
、
被
収
容
者
が
死
亡

し
た
場
合
に
は
、
遺
族
等
に
対
し
、
そ
の
死
亡
の
原
因
、
日
時
等
を
速
や
か
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
、
被
収
容
者
の
「
遺
体
・
遺
骨
」
や
遺
留
物
（
刑
事
施
設
に
遺
留
し
た
金
品
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
等
の
引
渡
し

の
申
請
等
を
行
う
機
会
を
保
障
す
る
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
刑
事
施
設
及
び
被
収
容
者
の
処
遇
に
関
す

る
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令
第
五
十
七
号
）
第
九
十
二
条
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
百
七
十
六
条
の
規
定
に

よ
る
通
知
は
、
原
則
と
し
て
、
①
被
収
容
者
が
指
定
し
た
者
（
一
人
に
限
る
。
）
、
②
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な

一



い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
）
、
③
子
、
④
父
母
、
⑤
孫
、
⑥
祖
父
母
、
⑦
兄
弟
姉
妹
等

の
順
序
に
従
い
、
先
順
位
に
あ
る
一
人
の
者
に
対
し
て
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
規
則
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
死
亡
し
た
被
収
容
者
の
遺
留
物
は
、
①
か
ら
⑦
ま
で
の
者
等
の
う
ち
、
最

初
に
そ
の
引
渡
し
を
申
請
し
た
者
に
引
き
渡
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
右
に
述

べ
た
順
序
に
従
い
そ
の
者
よ
り
先
順
位
の
者
に
対
し
同
法
第
百
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
っ
た
場
合
（
そ
の
者
が

そ
の
遺
留
物
の
交
付
を
申
請
し
な
い
旨
の
意
思
表
示
を
し
た
と
き
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
相
当
の
期
間
内
に
、
そ
の
者
か

ら
そ
の
引
渡
し
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
遺
留
物
は
、
そ
の
者
に
引
き
渡
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
法
第
百
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
被
収
容
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
死
体
の
埋
葬
又

は
火
葬
を
行
う
者
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
埋
葬
又
は
火
葬
は
、
刑
事
施
設
の
長
が
行
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
同
規
則
第
九

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
刑
事
施
設
の
長
が
被
収
容
者
の
死
体
の
火
葬
を
行
う
と
き
は
、
そ
の
焼
骨
は
、
刑
事
施
設

の
長
が
管
理
し
、
又
は
使
用
す
る
墓
地
の
墳
墓
又
は
納
骨
堂
に
埋
蔵
し
、
又
は
収
蔵
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
、
死
刑
の
執
行
を
受
け
た
者
の
「
遺
体
・
遺
骨
」
の
引
渡
し
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
収
容
さ
れ

て
い
た
刑
事
施
設
の
長
に
お
い
て
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
応
じ
て
適
切
に
行
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
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